
ＩＣＴ活用授業研究会の振り返り 

 

第２学年 生活科 

時間を決めてトライ！生活をよりよくしよう！ 

  ～フローチャートで手順を確かめよう～ 

授業者：静川 郁子 

 

 

 

 

 

 

 

１．授業づくりの「しかけ」と子どもの探究 

 

 

 

 

 

図１ 家族の評価と振り返り 

図２ 子どもの様子 

図３ フローチャートに書き足している様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時における授業づくりの「しかけ」 

①カリキュラムデザインし，子どもたちの学

びが実生活に活きて働くようにする。 

②家族の評価を得てメタ認知を促す。 

本実践の主張点 

目的を達成させるために，するべきことの手順

を可視化すると，実践・振り返り・改善に役立

ち，自ら生活をよくしていくプロセスを実感す

ることができるだろう。 

みんなが「あっきれいだ。気もちいいな。」と気付く 

みんなが「前，気もちよかったからならべよう。」となる 

どんどんきれいになっていく 

図４ 里美のワークシート 



 

２．研究授業後の子どもたち 

子どもたちは，単元学習後にも進んで「気持ち

よく生活する」ために，解決しなければならない

問題を見つけている。その中で，「他者に伝える」

ことの必然性に気づき，国語科での学びを活用し

て，話のまとまりに気をつけながら書いたものを

基に話している。 

ゴールに向かって，問題を解決していくこと自

体を楽しんでいる子どもたちの姿が見られている。 

授業記録より 
 

里美：トイレのスリッパをまず並べて，次に，みんなが，「あ，

きれいだな。気もちいいな。」って気付くのよね。そ

したら，みんなが，前気もちよかったから，並べよ

う。」ってなって，どんどんきれいになっていく。だ

から，ポスターとか書いてもならなかったから，まず

自分でやってから，相手に気付かせたらいいと思う。 

花音：スリッパをきれいにしようの輪！ 


